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観している。反面， BWO はその能率が低いという欠点をもっていることをのべ， ミリ波領域で有用な出
力を得ょうとすれば，いきおい直流入力密度は大まくならざるを得ず，それに耐えられる遅波回路の研究
がミリ波 BWO に対する重要な研究課題となることをのべている。本論文の主な目的も， ミリ波領域にお
ける BWO 出力改善のための遅波回路研究にあることをのべ，従来の BWO 用遅波ll]路の研究を概観し
ている。第 2 章においては，まずミリ波領域での発振を得る目的で， karp 形回路を用いた B羽TO につい
て検討している。まず， Karp 形回路の位相特性を従来ω ものより実際的なモデ、ルを用いて解析し，各部
寸法が位相特性に与える影響を明かにし，測定結果をよく説明できることを示している。つぎに写真製版
法を応用して Karp形回路を用いたBWOを試作し，ノf.)レス動作によって 30 Gc/s 帯の発振が得られたこと
をのべ，この実験によって Karp 形回路にはその構成上熱消散に難点のあることを示し， ミリ波領域での
BWO の出力改善にさらに適した回路を開発する必要のあることを指摘しているゥ








第 4 章では，前章で提案した交叉指装荷導波管を用いた 10 Gc/s 帯の BWO について，まずその設計，
工作等にふれ，つぎに動作特性の慨要をのべている。試作管は 7"'-'12 Gc/s で発振し，得られた能率は同
じ周波数帯でのらせん BWO についてのものと同程変か，またはそれを上まわるものであることをのぺ，
熱消散の良好な構造と相まって，この回路がミリ波領域での BWOの出力改善に有用なものであるとの見
通しを得ているョまた，第 3 章での折り曲げ線路近似を hot の測定からもたしかめている。
第 5 章では，従来ほとんどとりあげられなかった BWOの動作伏趨(発振閣始電流以上のビーム電流を
流したときの状態で，通常 BWOはこの状鎮で使用される)を小信号理論による発指開始条件を適用して
説明し，発振開始電流をも合めて frequency pushing を求める方法を導き，その結果が前章の試作管の測
定結果とよく一致することを示し，またこの結果について，回路が無損失の場合に小空間電荷時と大空間
電荷時にわけで，その解析的な表示を与えてし、るのさらに同路が nondis-persive (基本波について)な場
合には， frequency pushing がビーム電流の変化に対し，小空間電荷， 大空間電荷の 2 つの場合に簡単な
近似式で、表わされることを示し，交叉指装荷導波管BWO， らせん BWO の測定結果とよく一致すること










第 2 章では， ミリ波発生の目的でまず代表的な Karp ifi1!回路を用いた後進波発振管を検討しているつ












第 4 章では，交叉指装荷導波管遅波回路を用いて， 10 Gc/s 帯の後進波発振管の設計ならびに実験結果
について述べている。 7'"'-'12 Gc/s の周波数領域で発振し，その連続出力は最大 3W，能率は 3%に達して
いる。この値はらせん回路と同程度かそれ以上の能率を示すもので，その上， らせん回路よりは格段に優
れた熱消散の良好な回路であり，かっ製作の容易な構造で・あること等の点を総合して， ミリ波領域の出力
の改善に役立つとのべている口さらに精密な働作測定より発振周波数ならびに出力がビーム電圧に対して，
不連続的に微小な変動をしてし、ることを認め，これは遅波lill路両端の整合が原因していることを計算によ
って示している口この点よりビーム電圧の変化に対して，出力特性が急変せず，かつ発振周波数が滑らか
な変化を生ずるには，整合を特にょくする必要があることをのべている。
第 5 章では，一般的に後進波発振管の働作特性についてのべている。後進波発振管に関する理論は従来，
ほとんど発振開始状態に関するもので， 実際にその働作状態に適用できる理論は見当らない。 本章では
小信号理論による発振開始条件を働作状態にまで拡張して働作理論を導き，これによって後進波発振管の
Frequency Pushing を求める方法をのべ，実験結果とよく一致することをのべている。さらにこの理論を
適用して発振出力を計算より求め，実験結果と傾向のよくあうことをのべている。
以上，のべたように著者はミリ波領域に適した後進波発振管として，新しく交叉指装荷導波管遅波|ロlti!~
を提案し，これを用いた後進波発振管が Karp 型回路またはらせん回路より優れていることを実証し，か
っ一般の後進波発振管について幾多の新しい研究成果をあげて，電子工学の発展に寄りぬするところ誠に大
であるつよって本論文は博士論文として価伯あるものと認めるロ
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